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　現状把握
休講情報を友人等から教えてもらってから知る人や、中には気づ
かないまま講義の教室に行ってしまう人がいる。就活のイベント等
でも同じような状況が見られる。

　　　

　就活の情報に焦点をあてて問題を解決を試みる。
　



  

問題解決の為には・・・・

・学生にイベントの通知が届くようなシステムを作成する。

・学生が手軽にイベントを閲覧出きるようにする。

そのためには・・・

・PORTAので閲覧できる学内の就活情報をパスワード
　入力なしで閲覧出きるようにする。

・目的の情報を見つけやすくするためにソートまたは
　ワード検索出きるようにする。

・スマートフォンで閲覧出きるようにする。



  

　要求仕様書

・利用者はアプリを起動する。
・利用者は学内の就活情報をオープンデータを介し閲
　覧できる。
・利用者は検索ボックスにキーワードを入力する。
・キーワードがシステムに送られる。
・システムはキーワードが含まれたデータを表示する。
・利用者はシステムにソート要求する。
・システムはID、日付、受付期間の点からデータを昇順
　または降順に並べられる。
・管理者は定期的にデータを更新する。



  

コンテキスト図



  

DFD



  

オープンデータとは

オープンデータとは、特定のデータが、一切の著作権、特許など
の制御メカニズムの制限なしで、全ての人が望むように利用・再
掲載できるような形で入手できるべきであるという考え方であ
る。



  

システム作成の手順

・段階1
　学内の就活のデータをLink Dataというサイトを用いて　
　オープンデータ化を行う。

・段階２
　学内の就活データをソート＆検索を可能にする。

・段階３
　iOS上で手軽に閲覧できるように実装を行う。



  

Link Dataを利用してRDF形式へ変換

turtleで記述されたRDFの一部



  

段階２　オープンデータをソートまたは検索可能にする。

・Link Data上に公開されている
 　「ソート＆検索可能なデータテーブル 」を再利用。

　

　短時間での作成が可能になる



  

初期画面



  

「職種研究」の文字検索結果



  

「あいうえお」の文字検索結果



  

日付でソートした結果



  

段階３　iOSで閲覧しやすいように実装

・Webリストを閲覧できるアプリを作ることでオープン
　データを閲覧出きるようにする。



  

iPhone6s での実行画面
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考察

・オープンデータの特性を活かすことで短時間で作成が
　可能である。

・ソートまたは文字検索を行うことでデータの検索が容易
　になった。

・情報を通知する機能を加えることが課題である。
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